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潮さい（H25.11.15 No.115）潮さい（H25.11.15 No.115）

定　例　会定　例　会

（
樋
口
議
員
）

下
水
道
の
赤
字
残
額

を
25
年
度
一
般
会
計
か
ら

繰
り
出
し
て
解
消
し
て
は

ど
う
か
。

（
総
務
課
長
）

基
金
が
４
億
54
万
円

程
度
し
か
な
い
の
で
、繰
り

出
し
す
る
と
次
年
度
以
降

の
財
政
運
営
に
支
障
を
き

た
す
。計
画
ど
お
り
進
め
て

い
く
。（

市
原
議
員
）

が
ん
検
診
受
診
率
の

内
容
は
。

（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

子
宮
頸
が
ん
19
・
２

％
、乳
が
ん
34
％
、大
腸
が

ん
18
・
６
％
で
あ
る
。ク
ー

ポ
ン
対
象
事
業
で
５
歳
刻

み
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

し
て
い
る
。

（
福
永
議
員
）

公
会
計
の
改
革
で
取

り
入
れ
た
内
容
の
報
告
が

今
回
の
決
算
で
出
て
い
な

い
。ど
う
し
て
か
。

（
総
務
課
長
）

有
明
広
域
行
政
事
務

組
合
等
の
決
算
状
況
も
参

考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、そ
の
終
了
後
あ
わ

せ
て
報
告
を
と
考
え
て
い

る
。

【
主
な
質
疑
歳
入
】

（
磯
野
議
員
）

固
定
資
産
税
の
不
納

欠
損
の
内
容
は
。

（
税
務
課
長
）

30
名
の
30
件
、２
４
３

万
８
８
８
９
円
で
あ
る
。

（
川
本
議
員
）

滞
納
整
理
、差
し
押
さ

え
、公
売
の
内
容
は
。

（
税
務
課
長
）

差
し
押
さ
え
件
数
は

１
０
０
件
、金
額
は
約
６
５

３
万
円
で
あ
る
。

（
福
永
議
員
）

国
の
補
助
金
が
約
４

０
０
万
円
程
見
込
み
よ
り

少
な
い
。ど
う
し
て
か
。

（
総
務
課
長
）

平
成
24
年
度
に
つ
い

て
は
自
動
車
重
量
税
の
税

制
改
正
が
あ
っ
た
。（
エ
コ
カ

ー
減
税
）こ
の
部
分
を
深
く

理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。反

省
し
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
歳
出
】

（
磯
野
議
員
）

公
有
財
産
で
あ
る
上

沖
洲
地
区
の
雑
種
地
１
８

１
８
㎡
の
減
少
理
由
は
。

（
総
務
課
長
）

原
野
に
８
９
９
㎡
、残

り
を
上
沖
洲
保
育
園
敷
地

に
整
理
し
た
結
果
で
あ
る
。

全
議
案
可
決
さ
れ
た
。

まちのふところ具合は!?

平
成
25
年
度
第
３
回
定
例
会
は

　

９
月
９
日
開
会
し
、
12
日
ま
で
開
か
れ
た
。

　
　
　

慎
重
審
議
の
う
え

問答

問答問答問答

問問 答問答答

総額66億4780万円総額66億4780万円
平成24年度一般会計決算収支

　決算における歳入歳出差引額は、1億8228万円となったが繰越明許費繰越額
が902万円あるので、実質収支額は1億7326万円である。
　本年度の実質収支額から前年度の実質収支額を差し引いた単年度収支額は
6433万円の赤字となっている。決算収支の状況を比較すると次表のとおりであ
る。

　平成24年度の決算で基金（町の貯金）は8億2432万円と前年度に比べ3897
万円増加した。一方、町債合計（町の借金）は前年度に比べ3億9193万円減少した
が、それでもまだ一般会計と特別会計を合わせて142億5943万円の借金が残っ
ている。

区分
歳入歳出差引額 実質収支額 単年度収支額

平成24年度

平成23年度

平成22年度

1億8228万円

2億4872万円

1億8718万円

902万円

1113万円

3788万円

1億7326万円

2億3759万円

1億4930万円

△6433万円

8829万円

△5075万円

翌年度への繰越
すべき財源年度

区分
基　　金

平成24年度

平成23年度

平成22年度

●町民一人あたりの基金額（貯金）　4万9494円

●町民一人あたりの町債額（借金） 85万6165円

8億2432万円

7億8535万円

4億4643万円

59億4680万円

59億7286万円

60億8982万円

83億1263万円

86億7850万円

90億5920万円

142億5943万円

146億5136万円

151億4902万円

町　　債
（一般会計）

町　　債
（特別会計※） 下水道

71億1401万円

※特別会計
　　町債内訳

3214万円

11億6648万円

浄化槽

上水道

町債合計
（一般会計＋特別会計）年度

※平成24年度人口：平成25年3月末現在の住民基本台帳人口（16,655人）で算出。

　

平
成
24
年
度
決
算
に
お

け
る
歳
入
総
額
は
約
66
億

５
０
０
０
万
円
と
な
り
、前

年
度
決
算
と
比
較
し
て
、１
・

６
％
減
少
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
財
政
状
況
の
中
で
、予

算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、福

祉
、教
育
、医
療
環
境
な
ど

の
住
民
の
要
望
が
強
い
も
の

に
、国
や
県
の
補
助
金
を
有

効
活
用
し
な
が
ら
き
め
細

か
な
対
応
が
さ
れ
た
と
評

価
す
る
。
今
後
も
引
き
続

き
、緊
急
行
財
政
行
動
計
画

の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、町

政
発
展
と
住
民
の
福
祉
の
向

上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

　

こ
の
決
算
に
は
一
部
評

価
出
来
る
点
も
あ
る
。

　

し
か
し
、全
体
に
貫
か
れ

て
い
る
の
は
、下
水
道
事
業

の
赤
字
解
消
を
目
指
す

「
緊
急
行
財
政
行
動
計
画
」

で
あ
る
。

　

所
得
は
減
少
し
て
い
る

町
民
の
暮
ら
し
は
厳
し
い

こ
の
人
た
ち
に
温
か
い
支

援
が
必
要
だ
。そ
の
反
面
日

立
造
船
等
に
５
４
０
万
円

の
奨
励
金
を
支
出
し
て
い

る
。中
止
し
て
、子
ど
も
や

高
齢
者
の
た
め
に
使
用
す

べ
き
で
あ
る
。

　
「
福
祉
の
心
」を
持
つ
町

政
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
申
し
上
げ
、こ
の
決

算
に
反
対
す
る
。

川
本　

幸
昭 

議
員

磯
野　
　

博 

議
員

◆ 

反
対
討
論

● 

賛
成
討
論

平成24年度 一般会計

決算を認定賛成10：反対2賛成10：反対2

（
福
永
議
員
）

有
明
広
域
行
政
事
務

組
合
は
連
結
の
対
象
だ
。長

洲
町
単
体
の
分
を
こ
の
決

算
で
報
告
す
る
べ
き
だ
。

（
総
務
課
長
）

次
年
度
か
ら
考
慮
し

た
い
。（

川
本
議
員
）

私
が
議
員
の
間
に
実

現
し
た
か
っ
た
も
の
で
、港

湾
改
修
事
業
20
％
の
負
担

金
の
引
き
下
げ
。議
会
か
ら

も
意
見
書
を
出
し
て
い
る

が
そ
の
後
は
。

（
町
長
）

私
も
20
％
は
高
い
と

思
っ
て
い
る
。今
後
も
負
担

金
の
引
き
下
げ
を
要
望
し

て
い
く
。

（
池
上
議
員
）

養
魚
の
振
興
策
を
策

定
す
べ
き
で
は
。

（
総
務
課
長
）

第
一
次
産
業
を
底
上

げ
す
る
目
的
で
農
林
水
産

課
を
設
け
た
。金
魚
の
振
興

に
つ
い
て
は
、担
当
課
の
み

な
ら
ず
全
庁
体
制
で
意
見

等
を
出
し
て
い
き
た
い
。　

答答答 問 問問

反
対
反
対
反
対
VSVSVS

賛
成
賛
成
賛
成
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の
負
担

金
の
引
き
下
げ
。議
会
か
ら

も
意
見
書
を
出
し
て
い
る

が
そ
の
後
は
。

（
町
長
）

私
も
20
％
は
高
い
と

思
っ
て
い
る
。今
後
も
負
担

金
の
引
き
下
げ
を
要
望
し

て
い
く
。

（
池
上
議
員
）

養
魚
の
振
興
策
を
策

定
す
べ
き
で
は
。

（
総
務
課
長
）

第
一
次
産
業
を
底
上

げ
す
る
目
的
で
農
林
水
産

課
を
設
け
た
。金
魚
の
振
興

に
つ
い
て
は
、担
当
課
の
み

な
ら
ず
全
庁
体
制
で
意
見

等
を
出
し
て
い
き
た
い
。　

答答答 問 問問

反
対
反
対
反
対
VSVSVS

賛
成
賛
成
賛
成
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（
市
原
議
員
）

　
　

熊
本
県
の
医
療
費
は

全
国
で
も
高
く
、中
で
も

長
洲
町
の
医
療
費
は
県
下

で
も
高
い
状
況
だ
。な
ぜ
こ

う
も
高
い
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

本
町
全
体
で
見
た
と
き

に
、が
ん
、心
疾
患
、脳
血
管

疾
患
が
占
め
る
割
合
が
全
体

の
６
割
と
高
い
。手
術
や
高
価

な
薬
剤
等
が
必
要
で
あ
り

医
療
費
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。ま
た
、腎
不
全
に
よ
る

人
工
透
析
患
者
の
割
合
も
県

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
医
療

費
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因

で
あ
る
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

特
定
健
診
の
受
診
率

が
33
・
６
％
と
低
い
が
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

平
成
29
年
度
で
目
標
を

60
％
に
設
定
し
て
い
る
。戸
別

訪
問
等
を
継
続
し
て
受
診
勧

奨
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

町
内
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
し
た
数

は
。

問問問 答答

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者

公共下水道

浄化槽施設

21億4717万円

16億3959万円

1億9533万円

13億5562万円

1091万円

21億688万円

15億8103万円

1億9531万円

17億3304万円

1002万円

歳　入

4029万円

5856万円

2万円

△3億7357万円

89万円

ー　

ー　

ー　

385万円

ー　

実質収支 単年度収支

△76万円

698万円

△208万円

2億5378万円

△39万円

歳　出 翌年度への繰越
すべき財政名　称

特別会計決算を認定平成24年度

【
主
な
質
疑
】

 

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
け
ら
れ
た

方
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

は
。

　
　
（
町
長
）

　
　

繰
り
返
し
の
研
修
も

必
要
で
あ
る
と
思
う
。社
協

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

５
８
０
０
万
円
の
黒

字
を
見
れ
ば
、値
上
げ
す

る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で

は
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

第
５
期
計
画
、24
〜
26

問問 答

問答

答
【
主
な
質
疑
】

年
度
３
ヵ
年
で
給
付
費
の

見
込
み
に
対
し
て
８
億
３

６
９
５
万
円
を
必
要
と
し

て
い
る
。必
要
額
に
対
す
る

収
入
額
を
確
保
で
き
た
意

味
で
は
妥
当
と
考
え
て
い

る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

介
護
保
険
料
は
滞
納

し
て
い
て
も
、介
護
が
必
要

な
場
合
は
申
請
し
て
認
定

さ
れ
る
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

滞
納
し
て
い
て
も
認

定
は
受
け
ら
れ
る
が
、給
付

に
つ
い
て
は
制
限
が
か
か
っ

て
く
る
。

※ただし、公共下水道特別会計については解消可能資金不足額の算定により、実質収支額0で算定
※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字を生じていないため「ー」記載

健全化判断比率の報告

区　　　分 備　　　考

－

－

18.5

128.5

15.0

20.0

25.0

350.0

単年度実質公債費比率
H22　20.9％
H23　19.4％

H22　159.1％
H23　139.3％

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

平成24年度決算に
基づく比率（％）

早期健全化
基準（％）

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

平
成
24
年
度
は
、６
月

８
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
行

わ
れ
、２
３
４
名
の
方
が
受
診

さ
れ
た
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

尼
崎
市
の
副
市
長
を

呼
ん
で
講
演
会
が
開
か
れ

た
。ま
た
尼
崎
市
に
保
健

師
が
現
地
研
修
に
行
か
れ

た
よ
う
だ
が
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

保
健
師
が
２
名
、担
当

課
長
が
１
名
の
計
３
名
で
出

張
し
た
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

研
修
し
た
の
で
あ
れ

ば
医
療
費
を
下
げ
る
方
策

を
。

　
　
（
町
長
）

　
　

研
修
の
成
果
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
の
は
反
省
し
て

い
る
。本
町
の
医
療
費
を
下
げ

る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問問 答答答

 

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

20
億
の
赤
字
を
解
消

す
る
た
め
に
一
時
借
入
金

を
利
用
し
た
と
思
う
が
、利

息
の
総
額
は
ど
れ
だ
け
発

生
し
た
か
。

　
　
（
下
水
道
課
長
）

　
　

平
成
10
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
利
息
の
総
額
は

８
０
８
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
見
通
し
は
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

ベ
ー
ス
と
な
る
道
路
台

帳
は
２
〜
３
年
後
稼
働
予
定

で
、同
時
期
に
下
水
道
ま
で
稼

働
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

処
理
区
域
内
の
普
及

率
が
95
・
７
％
、水
洗
化
が

87
・
１
％
だ
が
何
世
帯
残
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
（
下
水
道
課
長
）

　
　

残
っ
て
い
る
世
帯
数
は

９
０
０
世
帯
だ
。

問問問 答答答
【
主
な
質
疑
】

下
水
道
事
業

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

 

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

普
及
率
が
98
・
５
％
だ

が
何
世
帯
残
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

本
町
に
は
水
道
管
が
埋

設
さ
れ
て
い
な
い
区
域
が
あ

り
、配
水
管
が
面
し
て
い
な
い

家
庭
が
63
戸
あ
る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
長

洲
か
ら
の
財
源
を
条
例
改

正
し
て
水
道
の
環
境
整
備

費
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

ボ
ー
ト
の
財
源
あ
た
り

も
検
討
し
、水
道
会
計
も
考

慮
し
て
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

旧
長
洲
地
区
の
仕
切

弁
の
調
査
は
し
て
あ
る
か
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

長
洲
地
内
で
は
ほ
と
ん

ど
の
所
で
更
新
し
て
あ
り
、毎

年
の
予
算
に
計
上
予
定
で
あ

る
。 問問問 答答答

問答

【
主
な
質
疑
】

水
道
事
業

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

有
収
率
の
低
下
の
問

題
、漏
水
対
策
は
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

平
成
24
年
度
は
配
水
管

３
ヵ
所
、給
水
管
15
ヵ
所
の
漏

賛
成
11 

反
対
１ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 
可
決

賛
成
11 

反
対
１ 

可
決

水
が
見
つ
か
り
全
て
修
理
し

て
い
る
。イ
タ
チ
ご
っ
こ
み
た

い
な
状
態
で
修
理
は
永
遠
に

続
い
て
い
る
。

全
員
賛
成
可
決

全
員
賛
成
可
決

●
長
洲
駅
・
海
岸
線
道
路
舗

　

装
補
修
工
事

　

契
約
金
額

　

６
４
、２
６
０
、０
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　

興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

●
赤
田
・
上
沖
洲
線
道
路
舗

　

装
補
修
工
事

　

契
約
金
額

　

８
８
、４
１
０
、０
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　

興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

審
査
会
の
長
で
あ
る

副
町
長
が
不
在
だ
が
、条
件

つ
き
一
般
競
争
入
札
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

そ
の
条
件
に
つ
い
て
は

事
務
局
で
原
案
を
練
り
審

査
会
で
審
査
し
、町
長
が
決

裁
し
た
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

今
回
、３
社
で
入
札
が

行
わ
れ
た
が
、談
合
等
の
疑

い
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

一
切
あ
っ
て
い
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

工
期
的
に
も
一
業
者

で
な
く
分
割
と
い
う
こ
と

は
考
え
な
か
っ
た
か
。

問答問問 答

問問 答答答

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
変
更

●
一
丁
田
堰
改
修
工
事

　

契
約
金
額

　

変
更
前

　

９
４
、３
７
３
、６
０
１
円

　

変
更
後

　

１
１
６
、８
９
３
、０
０
０
円

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

設
計
変
更
に
な
っ
た

と
き
、課
長
は
現
場
を
見
に

行
っ
て
ど
う
思
っ
た
か
。

　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

　
　

仮
設
道
路
の
上
部
に

送
電
線
が
あ
り
、下
流
側
へ

移
設
し
た
方
が
安
全
だ
と

判
断
し
た
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

変
更
前
か
ら
現
場
を

見
た
ら
わ
か
る
こ
と
。も
っ

と
慎
重
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

　
　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
（
建
設
課
長
）

　
　

今
回
は
ひ
と
つ
な
が

り
と
い
う
こ
と
で
、一
社
一
工

区
に
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

介
護
保
険

講演会の成果が待たれる
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（
市
原
議
員
）

　
　

熊
本
県
の
医
療
費
は

全
国
で
も
高
く
、中
で
も

長
洲
町
の
医
療
費
は
県
下

で
も
高
い
状
況
だ
。な
ぜ
こ

う
も
高
い
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

本
町
全
体
で
見
た
と
き

に
、が
ん
、心
疾
患
、脳
血
管

疾
患
が
占
め
る
割
合
が
全
体

の
６
割
と
高
い
。手
術
や
高
価

な
薬
剤
等
が
必
要
で
あ
り

医
療
費
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。ま
た
、腎
不
全
に
よ
る

人
工
透
析
患
者
の
割
合
も
県

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
が
医
療

費
を
押
し
上
げ
て
い
る
要
因

で
あ
る
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

特
定
健
診
の
受
診
率

が
33
・
６
％
と
低
い
が
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

平
成
29
年
度
で
目
標
を

60
％
に
設
定
し
て
い
る
。戸
別

訪
問
等
を
継
続
し
て
受
診
勧

奨
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

町
内
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
し
た
数

は
。

問問問 答答

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者

公共下水道

浄化槽施設

21億4717万円

16億3959万円

1億9533万円

13億5562万円

1091万円

21億688万円

15億8103万円

1億9531万円

17億3304万円

1002万円

歳　入

4029万円

5856万円

2万円

△3億7357万円

89万円

ー　

ー　

ー　

385万円

ー　

実質収支 単年度収支

△76万円

698万円

△208万円

2億5378万円

△39万円

歳　出 翌年度への繰越
すべき財政名　称

特別会計決算を認定平成24年度

【
主
な
質
疑
】

 

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
受
け
ら
れ
た

方
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

は
。

　
　
（
町
長
）

　
　

繰
り
返
し
の
研
修
も

必
要
で
あ
る
と
思
う
。社
協

と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

５
８
０
０
万
円
の
黒

字
を
見
れ
ば
、値
上
げ
す

る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で

は
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

第
５
期
計
画
、24
〜
26

問問 答

問答

答
【
主
な
質
疑
】

年
度
３
ヵ
年
で
給
付
費
の

見
込
み
に
対
し
て
８
億
３

６
９
５
万
円
を
必
要
と
し

て
い
る
。必
要
額
に
対
す
る

収
入
額
を
確
保
で
き
た
意

味
で
は
妥
当
と
考
え
て
い

る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

介
護
保
険
料
は
滞
納

し
て
い
て
も
、介
護
が
必
要

な
場
合
は
申
請
し
て
認
定

さ
れ
る
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

滞
納
し
て
い
て
も
認

定
は
受
け
ら
れ
る
が
、給
付

に
つ
い
て
は
制
限
が
か
か
っ

て
く
る
。

※ただし、公共下水道特別会計については解消可能資金不足額の算定により、実質収支額0で算定
※実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、赤字を生じていないため「ー」記載

健全化判断比率の報告

区　　　分 備　　　考

－

－

18.5

128.5

15.0

20.0

25.0

350.0

単年度実質公債費比率
H22　20.9％
H23　19.4％

H22　159.1％
H23　139.3％

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

平成24年度決算に
基づく比率（％）

早期健全化
基準（％）

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

平
成
24
年
度
は
、６
月

８
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
行

わ
れ
、２
３
４
名
の
方
が
受
診

さ
れ
た
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

尼
崎
市
の
副
市
長
を

呼
ん
で
講
演
会
が
開
か
れ

た
。ま
た
尼
崎
市
に
保
健

師
が
現
地
研
修
に
行
か
れ

た
よ
う
だ
が
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

保
健
師
が
２
名
、担
当

課
長
が
１
名
の
計
３
名
で
出

張
し
た
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

研
修
し
た
の
で
あ
れ

ば
医
療
費
を
下
げ
る
方
策

を
。

　
　
（
町
長
）

　
　

研
修
の
成
果
が
生
か
さ

れ
て
い
な
い
の
は
反
省
し
て

い
る
。本
町
の
医
療
費
を
下
げ

る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問問 答答答

 

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

20
億
の
赤
字
を
解
消

す
る
た
め
に
一
時
借
入
金

を
利
用
し
た
と
思
う
が
、利

息
の
総
額
は
ど
れ
だ
け
発

生
し
た
か
。

　
　
（
下
水
道
課
長
）

　
　

平
成
10
年
度
か
ら
平
成

24
年
度
ま
で
利
息
の
総
額
は

８
０
８
８
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
見
通
し
は
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

ベ
ー
ス
と
な
る
道
路
台

帳
は
２
〜
３
年
後
稼
働
予
定

で
、同
時
期
に
下
水
道
ま
で
稼

働
で
き
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

処
理
区
域
内
の
普
及

率
が
95
・
７
％
、水
洗
化
が

87
・
１
％
だ
が
何
世
帯
残
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
（
下
水
道
課
長
）

　
　

残
っ
て
い
る
世
帯
数
は

９
０
０
世
帯
だ
。

問問問 答答答
【
主
な
質
疑
】

下
水
道
事
業

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

 
　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

普
及
率
が
98
・
５
％
だ

が
何
世
帯
残
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

本
町
に
は
水
道
管
が
埋

設
さ
れ
て
い
な
い
区
域
が
あ

り
、配
水
管
が
面
し
て
い
な
い

家
庭
が
63
戸
あ
る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
長

洲
か
ら
の
財
源
を
条
例
改

正
し
て
水
道
の
環
境
整
備

費
と
し
て
使
え
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

ボ
ー
ト
の
財
源
あ
た
り

も
検
討
し
、水
道
会
計
も
考

慮
し
て
、住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

旧
長
洲
地
区
の
仕
切

弁
の
調
査
は
し
て
あ
る
か
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

長
洲
地
内
で
は
ほ
と
ん

ど
の
所
で
更
新
し
て
あ
り
、毎

年
の
予
算
に
計
上
予
定
で
あ

る
。 問問問 答答答

問答

【
主
な
質
疑
】

水
道
事
業

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

有
収
率
の
低
下
の
問

題
、漏
水
対
策
は
。

　
　
（
水
道
課
長
）

　
　

平
成
24
年
度
は
配
水
管

３
ヵ
所
、給
水
管
15
ヵ
所
の
漏

賛
成
11 

反
対
１ 

可
決

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

賛
成
11 

反
対
１ 

可
決

水
が
見
つ
か
り
全
て
修
理
し

て
い
る
。イ
タ
チ
ご
っ
こ
み
た

い
な
状
態
で
修
理
は
永
遠
に

続
い
て
い
る
。

全
員
賛
成
可
決

全
員
賛
成
可
決

●
長
洲
駅
・
海
岸
線
道
路
舗

　

装
補
修
工
事

　

契
約
金
額

　

６
４
、２
６
０
、０
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　

興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

●
赤
田
・
上
沖
洲
線
道
路
舗

　

装
補
修
工
事

　

契
約
金
額

　

８
８
、４
１
０
、０
０
０
円

　

契
約
の
相
手

　

興
亜
建
設
工
業
株
式
会
社

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

審
査
会
の
長
で
あ
る

副
町
長
が
不
在
だ
が
、条
件

つ
き
一
般
競
争
入
札
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
た
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

そ
の
条
件
に
つ
い
て
は

事
務
局
で
原
案
を
練
り
審

査
会
で
審
査
し
、町
長
が
決

裁
し
た
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

今
回
、３
社
で
入
札
が

行
わ
れ
た
が
、談
合
等
の
疑

い
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

一
切
あ
っ
て
い
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

工
期
的
に
も
一
業
者

で
な
く
分
割
と
い
う
こ
と

は
考
え
な
か
っ
た
か
。

問答問問 答

問問 答答答

工
事
請
負
契
約
の
締
結

工
事
請
負
契
約
の
変
更

●
一
丁
田
堰
改
修
工
事

　

契
約
金
額

　

変
更
前

　

９
４
、３
７
３
、６
０
１
円

　

変
更
後

　

１
１
６
、８
９
３
、０
０
０
円

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

設
計
変
更
に
な
っ
た

と
き
、課
長
は
現
場
を
見
に

行
っ
て
ど
う
思
っ
た
か
。

　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

　
　

仮
設
道
路
の
上
部
に

送
電
線
が
あ
り
、下
流
側
へ

移
設
し
た
方
が
安
全
だ
と

判
断
し
た
。

　
　
（
池
上
議
員
）

　
　

変
更
前
か
ら
現
場
を

見
た
ら
わ
か
る
こ
と
。も
っ

と
慎
重
に
進
め
て
も
ら
い

た
い
。

　
　
（
農
林
水
産
課
長
）

　
　

今
後
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
（
建
設
課
長
）

　
　

今
回
は
ひ
と
つ
な
が

り
と
い
う
こ
と
で
、一
社
一
工

区
に
な
っ
た
。

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

介
護
保
険

講演会の成果が待たれる



潮さい（H25.11.15 No.115）潮さい（H25.11.15 No.115）

定　例　会

総
額
60
億
３
１
９
１
万
４
０
０
０
円

平成25年度補正予算
一般会計へ2892万1000円を追加

全
員
賛
成　

可
決

【
主
な
質
疑
】

【
提
案
理
由
】

　
　

（
福
永
議
員
）

　
　

六
栄
保
育
所
の
保
育

士
が
定
年
退
職
後
希
望
す

れ
ば
一
般
行
政
で
再
任
用

さ
れ
る
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

保
育
所
職
員
の
中
に

も
人
事
交
流
で
役
場
勤
務

の
経
験
者
も
い
る
。
そ
う

い
う
場
合
は
再
任
用
可
能

で
あ
る
。
ま
た
年
齢
的
に

十
年
た
た
な
い
と
再
任
用

条
例
に
は
か
か
ら
な
い
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

一
般
行
政
に
再
任
用

す
る
場
合
の
扱
い
に
つ
い

て
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

そ
の
場
合
、行
政
の
勉

強
や
研
修
を
受
け
て
、一
般

問問 答答

問問 行
政
職
へ
再
任
用
が
可
能

か
計
り
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

再
任
用
を
行
う
場
合

は
職
員
の
定
数
は
ど
う
な

る
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任

用
職
員
と
短
時
間
勤
務
の

再
任
用
職
員
が
発
生
す
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
は
職
員
定
数

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
が
短

時
間
勤
務
の
場
合
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

町
で
考
え
て
い
る
職

員
定
数
に
は
入
る
の
か
入

ら
な
い
の
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

当
分
の
間
、短
時
間
勤

務
の
職
員
の
再
任
用
を
考

え
て
い
る
。条
例
の
定
員
数

に
は
入
ら
な
い
。

答答
【
主
な
質
疑
】

【
特
別
会
計
補
正
予
算
】

〈
主
な
内
容
〉

国

民

健

康

保

険

後
期
高
齢
者
医
療

介

護

保

険

問答

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

 

　
　
（
磯
野
議
員
）

　
　

安
心
生
活
基
盤
構
築

事
業
委
託
費
の
事
業
内
容

と
委
託
先
は
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

モ
デ
ル
地
区
を
設
定

し
、
ニ
ー
ズ
調
査
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

地
域
の
課
題
と
対
策
を
検

討
す
る
も
の
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
委
託
と
考

え
て
い
る
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

体
育
指
導
者
人
材
確

保
支
援
の
事
業
内
容
は
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

長
洲
に
こ
に
こ
ク
ラ

ブ
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
て
い
る
分
野
で
の
指

導
者
の
発
掘
、育
成
の
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、振
興
策

の
調
査
を
す
る
も
の
だ
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

法
人
町
民
税
が
５
７

０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

問答問問

問

答答

て
い
る
が
、何
社
分
で
還
付

金
は
発
生
す
る
の
か
。

　
　
（
税
務
課
長
）

　
　

企
業
の
申
告
が
７
月

に
提
出
さ
れ
、減
収
法
人
22

社
で
７
４
２
０
万
円
、増
収

法
人
９
社
で
１
７
２
０
万
円

で
マ
イ
ナ
ス
５
７
０
０
万
円

の
補
正
で
あ
り
、
還
付
金

は
、21
件
で
本
税
６
６
５
万

３
９
０
０
円
、還
付
加
算
金

11
万
８
３
０
０
円
に
な
る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
指

定
管
理
者
委
託
事
業
の
債

務
負
担
行
為
で
人
件
費
の

割
合
が
出
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

人
件
費
は
、
県
立
劇

場
や
荒
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
、

長
洲
町
の
規
模
に
似
た
文

化
施
設
を
参
考
に
積
算
し

た
。

答答

問問
　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

出
町
地
区
開
発
事
業

で
、今
、住
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
と
移
転
の
同
意
が
得

ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
（
建
設
課
長
）

　
　

移
転
の
意
思
は
確
認

し
て
い
る
。

　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　
　

今
、住
ん
で
お
ら
れ
る

方
を
個
別
に
訪
問
説
明
し

御
理
解
を
い
た
だ
き
計
上

し
た
も
の
だ
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

出
町
地
区
の
開
発
事

業
化
検
討
調
査
委
託
料
に

つ
い
て
は
住
民
の
方
に
十

分
説
明
し
了
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　
　

意
見
、
情
報
交
換
し

進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

説
明
し
て
い
る
。

答答答

療
養
給
付
金
、一
般
会
計
等

の
精
算
に
伴
う
返
還
金
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
３

０
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
21
億
３
９
３
０
万

１
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
９
万
７
０
０
０
円

を
追
加
し
、歳
入
歳
出
１
億

９
７
６
９
万
７
０
０
０
円
と

す
る
。

〈
主
な
内
容
〉

介
護
報
酬
の
不
正
請
求
分

の
返
納
金
、前
年
度
の
確
定

に
よ
り
精
算
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
２

１
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
17
億
１
３
０
１
万

４
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
89
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
１
４
０
９
万
１
０
０

０
円
と
す
る
。

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

〈
主
な
内
容
〉

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
精
算
に
よ
る
事
務
費
等

の
返
還
金
。全

員
賛
成　

可
決

〈
主
な
内
容
〉

余
剰
金
が
発
生
し
た
の
で

一
般
会
計
へ
繰
り
出
す
も

の
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

介
護
報
酬
の
不
正
請

求
を
行
っ
た
施
設
の
代
表

者
と
は
会
っ
て
き
ち
ん
と

話
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

代
表
者
は
７
月
17
日

に
役
場
に
来
ら
れ
、一
連
の

定　例　会

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

【
主
な
質
疑
】

　
　

（
磯
野
議
員
）

　
　

条
文
の
中
の
町
長
を

教
育
委
員
会
に
改
め
る
と

い
う
こ
と
は
、最
終
的
責
任

は
教
育
委
員
会
に
移
る
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

そ
の
と
お
り
だ
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
設

置
目
的
は
達
成
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

目
的
が
達
成
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

成
果
を
上
げ
て
い
る
。た
だ

利
用
の
伸
び
が
少
な
い
。さ

ら
な
る
振
興
を
目
指
す
た

め
に
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

問

問

問 答答

答問
　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

こ
の
建
物
の
大
き
な

目
的
は
情
報
の
拠
点
づ
く

り
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

施
設
全
体
が
地
域
の

情
報
を
発
信
し
て
い
く
役

を
担
っ
て
い
た
。た
だ
情
報

関
係
の
技
術
は
日
進
月
歩

で
進
ん
で
お
り
、機
器
類
も

か
な
り
古
く
な
っ
て
最
新

の
機
器
に
整
備
す
る
の
も

難
し
い
状
況
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

利
用
者
が
少
な
い
か

ら
、指
定
管
理
に
す
る
。情

報
の
発
信
、文
化
の
発
信
と

い
う
な
ら
ふ
さ
わ
し
い
人

材
を
雇
用
し
て
で
も
町
で

出
来
な
い
の
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
利

用
形
態
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。技
術
ス
タ
ッ
フ
等

も
す
ぐ
に
育
つ
も
の
で
も

な
い
。民
間
の
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
等
で
多
く
の

利
用
者
を
呼
び
込
み
た
い
。

答

な
が
す
未
来
館
条
例
の
一
部

改
正

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

公
的
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
の
引
上
げ
に
よ
る
退

職
後
の
無
収
入
期
間
を
解

消
す
る
目
的
と
、職
員
の
専

門
知
識
や
経
験
を
活
か
す

環
境
を
整
え
、
定
年
退
職

者
の
再
任
用
を
行
う
た
め
。

【
提
案
理
由
】

　

な
が
す
未
来
館
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。

不
正
請
求
に
つ
い
て
謝
罪

さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に

全
額
返
還
さ
れ
た
。

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

地方公共団体が所管する公の施設につ
いて、管理、運営を民間事業会社を含
む法人やその他の団体に委託すること
ができる制度。
公の施設の管理、運営に民間等のノウ
ハウを導入することで活性化や効率化
を目指す。

[現在、指定管理者制度を採用している
本町の公の施設] 
〇 長洲駅駐車場（南口、西側）
〇 長洲町総合スポーツセンター
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定　例　会

総
額
60
億
３
１
９
１
万
４
０
０
０
円

平成25年度補正予算
一般会計へ2892万1000円を追加

全
員
賛
成　

可
決

【
主
な
質
疑
】

【
提
案
理
由
】

　
　

（
福
永
議
員
）

　
　

六
栄
保
育
所
の
保
育

士
が
定
年
退
職
後
希
望
す

れ
ば
一
般
行
政
で
再
任
用

さ
れ
る
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

保
育
所
職
員
の
中
に

も
人
事
交
流
で
役
場
勤
務

の
経
験
者
も
い
る
。
そ
う

い
う
場
合
は
再
任
用
可
能

で
あ
る
。
ま
た
年
齢
的
に

十
年
た
た
な
い
と
再
任
用

条
例
に
は
か
か
ら
な
い
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

一
般
行
政
に
再
任
用

す
る
場
合
の
扱
い
に
つ
い

て
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

そ
の
場
合
、行
政
の
勉

強
や
研
修
を
受
け
て
、一
般

問問 答答

問問 行
政
職
へ
再
任
用
が
可
能

か
計
り
た
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

再
任
用
を
行
う
場
合

は
職
員
の
定
数
は
ど
う
な

る
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任

用
職
員
と
短
時
間
勤
務
の

再
任
用
職
員
が
発
生
す
る
。

フ
ル
タ
イ
ム
は
職
員
定
数

に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
が
短

時
間
勤
務
の
場
合
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
な
い
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

町
で
考
え
て
い
る
職

員
定
数
に
は
入
る
の
か
入

ら
な
い
の
か
。

　
　
（
総
務
課
長
）

　
　

当
分
の
間
、短
時
間
勤

務
の
職
員
の
再
任
用
を
考

え
て
い
る
。条
例
の
定
員
数

に
は
入
ら
な
い
。

答答
【
主
な
質
疑
】

【
特
別
会
計
補
正
予
算
】

〈
主
な
内
容
〉

国

民

健

康

保

険

後
期
高
齢
者
医
療

介

護

保

険

問答

浄
化
槽
施
設
整
備
事
業

 

　
　
（
磯
野
議
員
）

　
　

安
心
生
活
基
盤
構
築

事
業
委
託
費
の
事
業
内
容

と
委
託
先
は
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

モ
デ
ル
地
区
を
設
定

し
、
ニ
ー
ズ
調
査
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、

地
域
の
課
題
と
対
策
を
検

討
す
る
も
の
で
、
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
委
託
と
考

え
て
い
る
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

体
育
指
導
者
人
材
確

保
支
援
の
事
業
内
容
は
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

長
洲
に
こ
に
こ
ク
ラ

ブ
で
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開

催
し
て
い
る
分
野
で
の
指

導
者
の
発
掘
、育
成
の
支
援

を
図
る
と
と
も
に
、振
興
策

の
調
査
を
す
る
も
の
だ
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

法
人
町
民
税
が
５
７

０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ

問答問問

問

答答

て
い
る
が
、何
社
分
で
還
付

金
は
発
生
す
る
の
か
。

　
　
（
税
務
課
長
）

　
　

企
業
の
申
告
が
７
月

に
提
出
さ
れ
、減
収
法
人
22

社
で
７
４
２
０
万
円
、増
収

法
人
９
社
で
１
７
２
０
万
円

で
マ
イ
ナ
ス
５
７
０
０
万
円

の
補
正
で
あ
り
、
還
付
金

は
、21
件
で
本
税
６
６
５
万

３
９
０
０
円
、還
付
加
算
金

11
万
８
３
０
０
円
に
な
る
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
指

定
管
理
者
委
託
事
業
の
債

務
負
担
行
為
で
人
件
費
の

割
合
が
出
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

人
件
費
は
、
県
立
劇

場
や
荒
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
、

長
洲
町
の
規
模
に
似
た
文

化
施
設
を
参
考
に
積
算
し

た
。

答答

問問
　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

出
町
地
区
開
発
事
業

で
、今
、住
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
と
移
転
の
同
意
が
得

ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
（
建
設
課
長
）

　
　

移
転
の
意
思
は
確
認

し
て
い
る
。

　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　
　

今
、住
ん
で
お
ら
れ
る

方
を
個
別
に
訪
問
説
明
し

御
理
解
を
い
た
だ
き
計
上

し
た
も
の
だ
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

出
町
地
区
の
開
発
事

業
化
検
討
調
査
委
託
料
に

つ
い
て
は
住
民
の
方
に
十

分
説
明
し
了
解
し
て
も
ら

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

　
　

意
見
、
情
報
交
換
し

進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

説
明
し
て
い
る
。

答答答

療
養
給
付
金
、一
般
会
計
等

の
精
算
に
伴
う
返
還
金
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
７
３

０
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
21
億
３
９
３
０
万

１
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
９
万
７
０
０
０
円

を
追
加
し
、歳
入
歳
出
１
億

９
７
６
９
万
７
０
０
０
円
と

す
る
。

〈
主
な
内
容
〉

介
護
報
酬
の
不
正
請
求
分

の
返
納
金
、前
年
度
の
確
定

に
よ
り
精
算
。

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
２
２

１
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し

歳
入
歳
出
17
億
１
３
０
１
万

４
０
０
０
円
と
す
る
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
89
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、歳

入
歳
出
１
４
０
９
万
１
０
０

０
円
と
す
る
。

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

全
員
賛
成　

可
決

〈
主
な
内
容
〉

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
精
算
に
よ
る
事
務
費
等

の
返
還
金
。全

員
賛
成　

可
決

〈
主
な
内
容
〉

余
剰
金
が
発
生
し
た
の
で

一
般
会
計
へ
繰
り
出
す
も

の
。

　
　
（
市
原
議
員
）

　
　

介
護
報
酬
の
不
正
請

求
を
行
っ
た
施
設
の
代
表

者
と
は
会
っ
て
き
ち
ん
と

話
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

　
　

代
表
者
は
７
月
17
日

に
役
場
に
来
ら
れ
、一
連
の

定　例　会

職
員
の
再
任
用
に
関
す
る

条
例

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

【
主
な
質
疑
】

　
　

（
磯
野
議
員
）

　
　

条
文
の
中
の
町
長
を

教
育
委
員
会
に
改
め
る
と

い
う
こ
と
は
、最
終
的
責
任

は
教
育
委
員
会
に
移
る
と

い
う
こ
と
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

そ
の
と
お
り
だ
。

　
　
（
福
永
議
員
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
設

置
目
的
は
達
成
で
き
な
か

っ
た
の
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

目
的
が
達
成
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で

成
果
を
上
げ
て
い
る
。た
だ

利
用
の
伸
び
が
少
な
い
。さ

ら
な
る
振
興
を
目
指
す
た

め
に
指
定
管
理
者
制
度
を

活
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

問

問

問 答答

答問
　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

こ
の
建
物
の
大
き
な

目
的
は
情
報
の
拠
点
づ
く

り
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
　
（
生
涯
学
習
課
長
）

　
　

施
設
全
体
が
地
域
の

情
報
を
発
信
し
て
い
く
役

を
担
っ
て
い
た
。た
だ
情
報

関
係
の
技
術
は
日
進
月
歩

で
進
ん
で
お
り
、機
器
類
も

か
な
り
古
く
な
っ
て
最
新

の
機
器
に
整
備
す
る
の
も

難
し
い
状
況
。

　
　
（
川
本
議
員
）

　
　

利
用
者
が
少
な
い
か

ら
、指
定
管
理
に
す
る
。情

報
の
発
信
、文
化
の
発
信
と

い
う
な
ら
ふ
さ
わ
し
い
人

材
を
雇
用
し
て
で
も
町
で

出
来
な
い
の
か
。

　
　
（
町
長
）

　
　

な
が
す
未
来
館
の
利

用
形
態
も
大
き
く
変
わ
っ

て
い
る
。技
術
ス
タ
ッ
フ
等

も
す
ぐ
に
育
つ
も
の
で
も

な
い
。民
間
の
き
め
細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
等
で
多
く
の

利
用
者
を
呼
び
込
み
た
い
。

答

な
が
す
未
来
館
条
例
の
一
部

改
正

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

公
的
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
の
引
上
げ
に
よ
る
退

職
後
の
無
収
入
期
間
を
解

消
す
る
目
的
と
、職
員
の
専

門
知
識
や
経
験
を
活
か
す

環
境
を
整
え
、
定
年
退
職

者
の
再
任
用
を
行
う
た
め
。

【
提
案
理
由
】

　

な
が
す
未
来
館
に
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る

必
要
が
あ
る
。

不
正
請
求
に
つ
い
て
謝
罪

さ
れ
、
そ
の
日
の
う
ち
に

全
額
返
還
さ
れ
た
。

賛
成
10 

反
対
２ 

可
決

地方公共団体が所管する公の施設につ
いて、管理、運営を民間事業会社を含
む法人やその他の団体に委託すること
ができる制度。
公の施設の管理、運営に民間等のノウ
ハウを導入することで活性化や効率化
を目指す。

[現在、指定管理者制度を採用している
本町の公の施設] 
〇 長洲駅駐車場（南口、西側）
〇 長洲町総合スポーツセンター
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一 般 質 問

5人が登壇5人が登壇

定例会一般質問

町政を問う町政を問う
一般質問とは…

質問
順番

未来を拓く人づくりを目指す夢のあるまちについて

安心して生活できるまちづくりについて

環境行政について

人事について

長洲町の将来展望について

教育行政について

町　　　長

教育委員長

町　　　長

教育委員長

町　　　長

町　　　長

町　　　長

教育委員長

1 10危険箇所について宮　本　哲太郎

112 市　原　一　広

134 川　本　幸　昭

3 12池　上　滿　則

町道について 町　　　長5 14磯　野　　　博

質　問　者 質　問　事　項 掲載ページ質問相手

町の行財政全般にわたって、執行機関
に対し、説明を求め、または所信をただ
すことであり、議員固有の権能として許
されている。

平成

25 第3回
年

議員
提案 国へ意見書提出国へ意見書提出

道州制導入に断固反対し
議員
提案

新
副
町
長
選
任
に
同
意

　

９
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
同
意
を
い
た
だ
き
、こ
の
度
、副

町
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
転
勤
族
と
し
て
全
国
各
地
の
自
治
体
で
暮
ら
し
、

遠
く
か
ら
見
て
感
じ
と
っ
た
故
郷
長
洲
町
の
長
所
、短
所
等
を

基
に
町
長
の
基
本
方
針
で
あ
り
ま
す「
住
み
た
い
、住
ん
で
良
か

っ
た
」と
思
え
る
町
づ
く
り
に
職
員
の
先
頭
に
立
っ
て
精
進
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
、長
年
危
機
管
理
に
従
事
し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
防

災
能
力
の
高
い
、真
に
町
民
の
命
を
大
切
に
す
る
町
づ
く
り
に

も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

又
、町
職
員
人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き「
町
民
の
公

僕
」と
い
う
自
覚
を
持
っ
た
積
極
溌
刺
た
る
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
有
能
な
職
員
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
、ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 竹

本　

康
美 

氏

経　　歴
長洲町清源寺在住
・昭和40年
　腹栄中学校卒　　
　陸上自衛隊少年工科学校入学
・昭和51年
　幹部自衛官に任官
・平成17年
　第一混成団高級幕僚を退官

（
清
源
寺
区
）

　

町
村
議
会
は
、平
成
20
年
以
来
、町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に
お
い
て
、そ
の
総
意
に
よ

り「
住
民
自
治
の
推
進
に
逆
行
す
る
道
州
制
は
行
わ
な
い
こ
と
。」を
決
定
し
、本
年
７
月
18

日
に
は「
道
州
制
は
絶
対
に
導
入
し
な
い
こ
と
。」と
す
る
要
望
を
決
定
し
、政
府
・
国
会
に

対
し
要
請
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、与
野
党
に
お
い
て
は
、効
率
性
や
経
済
性
を
優
先
し
、地
域
の
伝
統
や

文
化
、郷
土
意
識
を
無
視
し
た
道
州
制
導
入
に
つ
い
て
、法
案
の
国
会
提
出
へ
の
動
き
が
依

然
と
し
て
み
ら
れ
、我
々
の
要
請
を
無
視
す
る
か
の
よ
う
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
は
、道
州
制
導
入
後
の
具
体
的
な
か
た
ち
を
示
さ
な
い
ま
ま
、期
限
を
区

切
っ
た
導
入
あ
り
き
の
内
容
で
あ
り
、事
務
権
限
の
受
け
皿
と
い
う
名
目
の
も
と
、ほ
と
ん

ど
の
町
村
に
お
い
て
は
、事
実
上
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
お
そ
れ
が
高
い
う
え
、再
編

さ
れ
た「
基
礎
自
治
体
」は
、住
民
と
行
政
と
の
距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
、住
民
自
治
が

衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。更
な
る
住
民
自
治
の
推
進
を
図
る
た
め
、道
州
制

反
対
の
表
明
を
要
請
す
る
。

〔
要
請
の
趣
旨
〕

　

道
州
制
は
住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ
り
、到
底
地
方
自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で

は
な
い
。多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、個
々
の
自
治
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、ひ
い

て
は
、全
体
と
し
て
の
国
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。よ
っ
て
、道
州
制
の
導
入

に
断
固
反
対
す
る
。

〔
意
見
書
内
容
〕

要
請
に
賛
同
す
る
議
員
に
よ
り
意
見
書
の
作
成

　

衆
・
参
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、内
閣
法
第
九
条
の
第
一
順
位
指
定
大
臣（
副
総
理
）、

内
閣
官
房
長
官
、総
務
大
臣
、内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
道
州
制
担
当
あ
て
に
意
見
書
を
提
出

〔
国
へ
意
見
書
提
出
〕

全
員
賛
成
で
可
決

〔
本
会
議
〕

人事／意見書

せ
っ
き
ょ
く
は
つ

ら
つ

（64才）
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。
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。
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意
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の
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れ
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の
要
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を
無
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す
る
か
の
よ
う
な
動
き
を
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。
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の
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は
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導
入
後
の
具
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的
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か
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さ
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限
を
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入
あ
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き
の
内
容
で
あ
り
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権
限
の
受
け
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の
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の
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に
お
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は
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上
の
合
併
を
余
儀
な
く
さ
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る
お
そ
れ
が
高
い
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え
、再
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さ
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た「
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礎
自
治
体
」は
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民
と
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と
の
距
離
が
格
段
に
遠
く
な
り
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民
自
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が

衰
退
し
て
し
ま
う
こ
と
は
明
白
で
あ
る
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な
る
住
民
自
治
の
推
進
を
図
る
た
め
、道
州
制

反
対
の
表
明
を
要
請
す
る
。

〔
要
請
の
趣
旨
〕

　

道
州
制
は
住
民
を
置
き
去
り
に
す
る
も
の
で
あ
り
、到
底
地
方
自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で

は
な
い
。多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認
め
、個
々
の
自
治
体
の
活
力
を
高
め
る
こ
と
が
、ひ
い

て
は
、全
体
と
し
て
の
国
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
す
る
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州
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の
導
入

に
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反
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る
。
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に
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す
る
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に
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り
意
見
書
の
作
成
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・
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院
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、内
閣
総
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、内
閣
法
第
九
条
の
第
一
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指
定
大
臣（
副
総
理
）、
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長
官
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府
特
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担
当
大
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担
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に
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潮さい（H25.11.15 No.115）潮さい（H25.11.15 No.115）

災
害
へ
の
備
え
は
進
ん
で
い
る
の
か
!

よ
り
一
層
の
防
災
行
政
の
強
化
に
取
り
組
む

問
特
別
警
報
と
は
？

ま
た
発
令
さ
れ
た

場
合
、住
民
は
ど
う
行
動
す

れ
ば
い
い
の
か
。

問
ス
ポ
ー
ツ
は
国
や
町

を
活
気
づ
け
る
大
切

な
要
素
だ
と
思
う
。小
学
校

で
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ

る
夢
の
教
室
を
開
い
て
夢

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
る
反
面
、中
学
校

で
は
指
導
者
不
足
が
目
に

つ
く
。南
関
町
で
は
一
歩
も

二
歩
も
進
ん
だ
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
に
、な
ぜ
長

洲
町
で
は
で
き
な
い
の
か
。

子
ど
も
達
が
夢
を
持
て
る

よ
う
に
、部
活
動
の
充
実
と

（
教
育
長
）

部
活
動
の
ベ
ー
ス
は

子
ど
も
達
が
元
気
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
一
番

だ
と
考
え
る
。あ
ま
り
結
果

を
求
め
過
ぎ
る
と
職
員
に

も
無
理
が
く
る
。た
だ
南
関

町
は
N
P
O
を
立
ち
上
げ

県
下
で
も
全
国
で
も
進
ん

だ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。参

考
に
し
な
が
ら
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

（
町
長
）

こ
れ
ま
で
の
基
準
を

は
る
か
に
越
え
る
異
常
な

現
象
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
発
表
さ
れ
、町
は
同
報
無

線
に
よ
る
放
送
に
加
え
サ

イ
レ
ン
に
よ
り
住
民
へ
周
知

を
図
り
た
い
。住
民
は
、避

難
勧
告
や
指
示
等
の
情
報

に
留
意
し
、直
ち
に
避
難
す

る
か
、外
出
す
る
こ
と
が
危

険
な
状
態
の
と
き
は
家
の

中
の
よ
り
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

答

（
町
長
）

河
川
が
氾
濫
し
、洪

水
が
発
生
し
な
い
よ
う
十

分
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

答

問
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
、災
害

へ
の
備
え
は
進
ん
で
い
る

か
。

問
こ
の
夏
、何
度
も
浦

川
が
危
険
水
域
に

達
し
て
い
た
。局
地
的
豪
雨

が
あ
っ
た
場
合
で
も
氾
濫

し
な
い
よ
う
備
え
て
ほ
し

い
。

（
町
長
）

現
在
町
で
は
、①
食

糧
４
、５
０
０
食
分
、飲
料

答

問
腹
栄
中
地
区
懇
談
会

時
に
学
校
通
学
路
の

危
険
マ
ッ
プ
の
配
布
が
あ

り
、59
の
問
題
箇
所
が
表
記

さ
れ
て
い
た
。町
の
調
査
、

教
育
委
員
会
は
ど
う
対
応

さ
れ
た
か
。

（
教
育
長
）

安
全
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
事
業
と
し
て
臨
時

職
員
を
任
用
し
、通
学
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
週
３
回
実

施
。道
路
や
安
全
施
設
等
の

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
緊

急
性
の
あ
る
も
の
は
担
当

課
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
見
守
り
隊
や
こ
ど

も
１
１
０
番
の
家
な
ど
、地

域
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り

生
徒
の
安
心
安
全
な
登
下

校
に
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

答
（
総
務
課
長
）

樹
木
伐
採
、校
門
前

カ
ラ
ー
舗
装
、道
路
標
示
等

の
８
箇
所
は
終
っ
て
い
る
。

答

（
町
長
）

マ
ッ
プ
は
通
学
路
を

職
員
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
作
成
さ

れ
た
も
の
。学
校
側
か
ら
町

へ
の
要
望
は
あ
っ
て
い
な
い

し
、調
査
は
し
て
い
な
い
。

近
年
通
学
路
で
の
事
故
多

発
か
ら
、国
よ
り
教
育
委
員

会
に
対
し
て
通
学
路
の
緊

急
点
検
の
実
施
、対
策
を
す

る
要
請
が
あ
っ
た
。町
で
も

学
校
、
教
育
委
員
会
、
警

察
、安
全
協
会
、道
路
管
理

者
が
連
携
し
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。そ
れ
を
も
と
に

各
学
校
が
活
用
し
安
全
対

策
を
た
て
て
い
る
。

答

一 般 質 問一 般 質 問

答

小
中
学
生
が
夢
を
持
て
る
部
活
動
へ

現
在
の
職
員
と
外
部
コ
ー
チ
等
の

指
導
者
を
招
き
、で
き
る
だ
け
競
技
力

を
上
げ
て
い
き
た
い

局地的豪雨と満潮が重なれば…

カラー舗装へ改善された学校前通学路

宮本哲太郎議員

通
学
路
危
険
マ
ッ
プ
の
改
善
策
は
!!

一
部
各
機
関
で
対
応
し
て
い
る

答

問
平
成
24
年
７
月
23
日

点
検
時
に
八
つ
の
危

険
箇
所
が
あ
る
と
い
わ
れ

た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市原一広議員

競
技
力
の
向
上
に
向
け
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

水
２
ℓ
ボ
ト
ル
１
、８
０
０

本
、そ
の
他
お
む
つ
、乳
児

用
ミ
ル
ク
な
ど
を
数
カ
所

に
分
散
し
て
備
蓄
。②
防
災

倉
庫
を
設
置
し
、防
災
マ
ッ

ト
、担
架
、発
電
機
、無
線

機
、炊
き
出
し
用
機
材
、ト

イ
レ
な
ど
を
整
備
。③
現
在

37
行
政
区
中
32
区
に
自
主

防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
啓

発
活
動
の
充
実
を
進
め
て

い
る
。④
防
災
協
定
の
現
状

と
し
て
国
、
県
は
も
と
よ

り
、地
元
の
建
設
業
組
合
と

の
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
や
大
分
県
宇
佐
市
と
相

互
応
援
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。今
後
も

よ
り
一
層
の
防
災
行
政
の

強
化
に
努
め
た
い
。



潮さい（H25.11.15 No.115）潮さい（H25.11.15 No.115）

災
害
へ
の
備
え
は
進
ん
で
い
る
の
か
!

よ
り
一
層
の
防
災
行
政
の
強
化
に
取
り
組
む

問
特
別
警
報
と
は
？

ま
た
発
令
さ
れ
た

場
合
、住
民
は
ど
う
行
動
す

れ
ば
い
い
の
か
。

問
ス
ポ
ー
ツ
は
国
や
町

を
活
気
づ
け
る
大
切

な
要
素
だ
と
思
う
。小
学
校

で
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
に
よ

る
夢
の
教
室
を
開
い
て
夢

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を

教
え
て
い
る
反
面
、中
学
校

で
は
指
導
者
不
足
が
目
に

つ
く
。南
関
町
で
は
一
歩
も

二
歩
も
進
ん
だ
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
に
、な
ぜ
長

洲
町
で
は
で
き
な
い
の
か
。

子
ど
も
達
が
夢
を
持
て
る

よ
う
に
、部
活
動
の
充
実
と

（
教
育
長
）

部
活
動
の
ベ
ー
ス
は

子
ど
も
達
が
元
気
で
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
一
番

だ
と
考
え
る
。あ
ま
り
結
果

を
求
め
過
ぎ
る
と
職
員
に

も
無
理
が
く
る
。た
だ
南
関

町
は
N
P
O
を
立
ち
上
げ

県
下
で
も
全
国
で
も
進
ん

だ
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。参

考
に
し
な
が
ら
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

（
町
長
）

こ
れ
ま
で
の
基
準
を

は
る
か
に
越
え
る
異
常
な

現
象
が
予
想
さ
れ
る
場
合

に
発
表
さ
れ
、町
は
同
報
無

線
に
よ
る
放
送
に
加
え
サ

イ
レ
ン
に
よ
り
住
民
へ
周
知

を
図
り
た
い
。住
民
は
、避

難
勧
告
や
指
示
等
の
情
報

に
留
意
し
、直
ち
に
避
難
す

る
か
、外
出
す
る
こ
と
が
危

険
な
状
態
の
と
き
は
家
の

中
の
よ
り
安
全
な
場
所
に

と
ど
ま
る
よ
う
お
願
い
し

た
い
。

答

（
町
長
）

河
川
が
氾
濫
し
、洪

水
が
発
生
し
な
い
よ
う
十

分
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

答

問
東
日
本
大
震
災
を

教
訓
と
し
た
、災
害

へ
の
備
え
は
進
ん
で
い
る

か
。

問
こ
の
夏
、何
度
も
浦

川
が
危
険
水
域
に

達
し
て
い
た
。局
地
的
豪
雨

が
あ
っ
た
場
合
で
も
氾
濫

し
な
い
よ
う
備
え
て
ほ
し

い
。

（
町
長
）

現
在
町
で
は
、①
食

糧
４
、５
０
０
食
分
、飲
料

答

問
腹
栄
中
地
区
懇
談
会

時
に
学
校
通
学
路
の

危
険
マ
ッ
プ
の
配
布
が
あ

り
、59
の
問
題
箇
所
が
表
記

さ
れ
て
い
た
。町
の
調
査
、

教
育
委
員
会
は
ど
う
対
応

さ
れ
た
か
。

（
教
育
長
）

安
全
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
事
業
と
し
て
臨
時

職
員
を
任
用
し
、通
学
路
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
週
３
回
実

施
。道
路
や
安
全
施
設
等
の

状
況
に
つ
い
て
確
認
し
緊

急
性
の
あ
る
も
の
は
担
当

課
に
依
頼
し
て
い
る
。

　

ま
た
見
守
り
隊
や
こ
ど

も
１
１
０
番
の
家
な
ど
、地

域
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り

生
徒
の
安
心
安
全
な
登
下

校
に
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

答
（
総
務
課
長
）

樹
木
伐
採
、校
門
前

カ
ラ
ー
舗
装
、道
路
標
示
等

の
８
箇
所
は
終
っ
て
い
る
。

答

（
町
長
）

マ
ッ
プ
は
通
学
路
を

職
員
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
作
成
さ

れ
た
も
の
。学
校
側
か
ら
町

へ
の
要
望
は
あ
っ
て
い
な
い

し
、調
査
は
し
て
い
な
い
。

近
年
通
学
路
で
の
事
故
多

発
か
ら
、国
よ
り
教
育
委
員

会
に
対
し
て
通
学
路
の
緊

急
点
検
の
実
施
、対
策
を
す

る
要
請
が
あ
っ
た
。町
で
も

学
校
、
教
育
委
員
会
、
警

察
、安
全
協
会
、道
路
管
理

者
が
連
携
し
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。そ
れ
を
も
と
に

各
学
校
が
活
用
し
安
全
対

策
を
た
て
て
い
る
。

答

一 般 質 問一 般 質 問

答

小
中
学
生
が
夢
を
持
て
る
部
活
動
へ

現
在
の
職
員
と
外
部
コ
ー
チ
等
の

指
導
者
を
招
き
、で
き
る
だ
け
競
技
力

を
上
げ
て
い
き
た
い

局地的豪雨と満潮が重なれば…

カラー舗装へ改善された学校前通学路

宮本哲太郎議員

通
学
路
危
険
マ
ッ
プ
の
改
善
策
は
!!

一
部
各
機
関
で
対
応
し
て
い
る

答

問
平
成
24
年
７
月
23
日

点
検
時
に
八
つ
の
危

険
箇
所
が
あ
る
と
い
わ
れ

た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市原一広議員

競
技
力
の
向
上
に
向
け
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

水
２
ℓ
ボ
ト
ル
１
、８
０
０

本
、そ
の
他
お
む
つ
、乳
児

用
ミ
ル
ク
な
ど
を
数
カ
所

に
分
散
し
て
備
蓄
。②
防
災

倉
庫
を
設
置
し
、防
災
マ
ッ

ト
、担
架
、発
電
機
、無
線

機
、炊
き
出
し
用
機
材
、ト

イ
レ
な
ど
を
整
備
。③
現
在

37
行
政
区
中
32
区
に
自
主

防
災
組
織
が
設
置
さ
れ
啓

発
活
動
の
充
実
を
進
め
て

い
る
。④
防
災
協
定
の
現
状

と
し
て
国
、
県
は
も
と
よ

り
、地
元
の
建
設
業
組
合
と

の
支
援
活
動
に
関
す
る
協

定
や
大
分
県
宇
佐
市
と
相

互
応
援
協
定
を
締
結
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。今
後
も

よ
り
一
層
の
防
災
行
政
の

強
化
に
努
め
た
い
。
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教
育
委
員
会
の
姿
勢

と
し
て
、鳥
取
県
で

名
石
浜
・
有
明
の
浄
化
槽
汚
泥
の
処
分
費
は
誰
が
負
担
し
て
い
る
か

町
が
負
担
し
て
い
る

問
大
字
名
石
浜
、
大
字

有
明
の
両
地
区
の
浄

化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬
、

処
分
費
は
誰
が
負
担
し
て

い
る
か
、
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
平
成
22
年
度
か

ら
23
年
度
に
議
員
全
員
協

議
会
等
に
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

（
住
民
環
境
課
長
）

町
全
体
で
あ
る
。

答

（
町
長
）

収
集
運
搬
費
は
依
頼

主
が
収
集
運
搬
許
可
業
者
に

支
払
い
、処
分
費
は
町
が
有

明
広
域
行
政
事
務
組
合
に
負

担
金
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

答

（
町
長
）

過
去
の
町
の
助
役
・
副

町
長
は
、議
員
、役
場
内
部
、

県
か
ら
登
用
し
、皆
さ
ん
素

晴
ら
し
い
能
力
を
持
っ
て
お

ら
れ
た
。そ
の
よ
う
な
方
を

副
町
長
に
と
思
っ
て
い
る
。

答

問
町
の
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
収
集
運

搬
区
域
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

問
町
が
各
家
庭
に
配

布
し
た「
町
ゴ
ミ
処

理
区
域
の
処
理
計
画
」で
は

工
場
、
工
業
団
地
（
両
地

区
）は
除
外
し
て
い
る
。又

「
廃
棄
物
の
清
掃
及
び
処

理
に
関
す
る
法
律
第
三
条

及
び
町
条
例
第
四
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
者
は
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ゴ

ミ
は
自
ら
の
責
任
で
正
し

く
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

問
新
し
い
副
町
長
と
し

て
の
求
め
る
人
材
を

ど
う
考
え
る
か
。

問
副
町
長
た
る
者
は
行

政
事
務
と
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
上
で
行
政
経

験
が
あ
っ
て
、長
洲
町
で
長

く
生
活
し
、地
域
全
体
の

こ
と
、人
間
関
係
の
こ
と
、

職
員
の
こ
と
な
ど
知
っ
て

い
る
、こ
う
い
う
人
材
が
最

適
と
思
っ
て
い
る
が
。

（
町
長
）

幅
広
い
能
力
を
持
っ

た
方
を
求
め
て
い
く
。

答
（
町
長
）

指
摘
は
十
分
理
解
で

き
る
。今
後
見
直
し
て
委
員

会
等
に
提
案
す
る
。

答

一 般 質 問一 般 質 問

答

副
町
長
と
し
て
の
求
め
る
人
材
は

素
晴
し
い
能
力
を
持
っ
た
人
を

池上滿則議員

子
育
て
支
援
の
充
実
で
、人
口
増
を
目
指
せ

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な
ど
子
育
て
環
境
整
備
を
進
め
る

（
町
長
）

今
後
下
水
道
特
別
会

計
の
赤
字
解
消
後
に
子
ど
も

医
療
費
助
成
を
中
学
３
年
生

答

問

問

環
境
整
備
の
中
で

小
児
科
を
は
じ
め
医

療
機
関
の
充
実
、
保
育
料

の
引
き
下
げ
、
学
童
保
育

の
負
担
金
の
軽
減
や
全
小

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

問
初
め
て
戦
後
生
ま

れ
の
教
育
長
が
誕
生

し
た
。憲
法
を
改
正
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ
る
が

今
の
平
和
憲
法
は
、さ
き
の

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省

問
町
民
に
重
く
の
し
か

か
る
高
す
ぎ
る
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
。滞
納
す

れ
ば
差
し
押
さ
え
も
あ
る
。

福
祉
の
心
を
持
つ
町
政
に

転
換
を
。

（
教
育
長
）

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」に

は
、一
部
過
激
な
表
現
が
あ

る
が
、戦
争
反
対
が
描
か
れ

て
い
る
。本
町
で
は
、全
校

に
配
置
し
て
い
る
。

答

（
教
育
長
）

憲
法
の
理
念
を
踏
ま

え
、
郷
土
や
伝
統
・
文
化

を
大
切
に
し
、
愛
国
心
を

も
ち
、
国
際
的
な
視
野
に

立
ち
、
世
界
の
平
和
と
人

類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
人

づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育

行
政
を
推
進
す
る
。

答

答

戦
後
生
ま
れ
の
教
育
長
の
就
任

　
　
　

憲
法
を
生
か
し
た
教
育
行
政
を

世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る

人
づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育
行
政
を
推
進
す
る

川本幸昭議員

エアコン設置を早く 汚泥の処理は町が負担

副町長への期待は大きい本町では全校に配布「はだしのゲン」

（
学
校
教
育
課
長
）

エ
ア
コ
ン
設
置
は
管

内
で
は
玉
東
町
の
み
。現
在

検
討
は
行
っ
て
い
る
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

保
育
料
に
つ
い
て
は

国
基
準
よ
り
低
く
設
定
し

て
い
る
。学
童
保
育
負
担
金

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

答

（
町
長
）

住
民
の
負
担
を
考
え

れ
ば
引
き
下
げ
、現
状
維
持

が
望
ま
し
い
。し
か
し
医
療

費
が
増
加
に
な
れ
ば
負
担

等
の
見
直
し
も
必
要
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

答

こ
れ
だ
け
の
企
業
を

誘
致
し
な
が
ら
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
は
、い
ま

の
行
政
運
営
を
転
換
し
て

若
い
人
達
が
希
望
が
持
て

る
子
育
て
政
策
を
充
実
し

定
住
化
を
促
進
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
で
拡
大
し
、予
防
接
種
の

充
実
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、保
護
者
が
安
心

で
き
る
子
育
て
環
境
を
進
め

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

設
置
が
求
め
ら
れ
る
。

か
ら
生
ま
れ
た
。こ
の
憲
法

で
育
っ
た
教
育
長
に
は
憲

法
を
生
か
し
た
教
育
行
政

の
推
進
を
求
め
る
。

起
き
た「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

の
閲
覧
問
題
に
つ
い
て
、見

解
を
求
め
る
。

付
け
ら
れ
て
い
る
」と
も
示

し
て
い
る
が
。

（
住
民
環
境
課
長
）

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
三
条
は「
事
業
者

は
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
規
定
し
て
あ
る
。

そ
こ
で
町
が
汚
泥
処
理
を

負
担
す
る
の
は
疑
問
で
あ

る
が
。

答問

問
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教
育
委
員
会
の
姿
勢

と
し
て
、鳥
取
県
で

名
石
浜
・
有
明
の
浄
化
槽
汚
泥
の
処
分
費
は
誰
が
負
担
し
て
い
る
か

町
が
負
担
し
て
い
る

問
大
字
名
石
浜
、
大
字

有
明
の
両
地
区
の
浄

化
槽
汚
泥
の
収
集
運
搬
、

処
分
費
は
誰
が
負
担
し
て

い
る
か
、
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
平
成
22
年
度
か

ら
23
年
度
に
議
員
全
員
協

議
会
等
に
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。

（
住
民
環
境
課
長
）

町
全
体
で
あ
る
。

答

（
町
長
）

収
集
運
搬
費
は
依
頼

主
が
収
集
運
搬
許
可
業
者
に

支
払
い
、処
分
費
は
町
が
有

明
広
域
行
政
事
務
組
合
に
負

担
金
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
。

答

（
町
長
）

過
去
の
町
の
助
役
・
副

町
長
は
、議
員
、役
場
内
部
、

県
か
ら
登
用
し
、皆
さ
ん
素

晴
ら
し
い
能
力
を
持
っ
て
お

ら
れ
た
。そ
の
よ
う
な
方
を

副
町
長
に
と
思
っ
て
い
る
。

答

問
町
の
廃
棄
物
処
理

計
画
で
は
収
集
運

搬
区
域
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

問
町
が
各
家
庭
に
配

布
し
た「
町
ゴ
ミ
処

理
区
域
の
処
理
計
画
」で
は

工
場
、
工
業
団
地
（
両
地

区
）は
除
外
し
て
い
る
。又

「
廃
棄
物
の
清
掃
及
び
処

理
に
関
す
る
法
律
第
三
条

及
び
町
条
例
第
四
条
の
規

定
に
よ
り
事
業
者
は
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ゴ

ミ
は
自
ら
の
責
任
で
正
し

く
処
理
す
る
こ
と
が
義
務

問
新
し
い
副
町
長
と
し

て
の
求
め
る
人
材
を

ど
う
考
え
る
か
。

問
副
町
長
た
る
者
は
行

政
事
務
と
職
員
を
指

揮
監
督
す
る
上
で
行
政
経

験
が
あ
っ
て
、長
洲
町
で
長

く
生
活
し
、地
域
全
体
の

こ
と
、人
間
関
係
の
こ
と
、

職
員
の
こ
と
な
ど
知
っ
て

い
る
、こ
う
い
う
人
材
が
最

適
と
思
っ
て
い
る
が
。

（
町
長
）

幅
広
い
能
力
を
持
っ

た
方
を
求
め
て
い
く
。

答
（
町
長
）

指
摘
は
十
分
理
解
で

き
る
。今
後
見
直
し
て
委
員

会
等
に
提
案
す
る
。

答

一 般 質 問一 般 質 問

答

副
町
長
と
し
て
の
求
め
る
人
材
は

素
晴
し
い
能
力
を
持
っ
た
人
を

池上滿則議員

子
育
て
支
援
の
充
実
で
、人
口
増
を
目
指
せ

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
な
ど
子
育
て
環
境
整
備
を
進
め
る

（
町
長
）

今
後
下
水
道
特
別
会

計
の
赤
字
解
消
後
に
子
ど
も

医
療
費
助
成
を
中
学
３
年
生

答

問

問

環
境
整
備
の
中
で

小
児
科
を
は
じ
め
医

療
機
関
の
充
実
、
保
育
料

の
引
き
下
げ
、
学
童
保
育

の
負
担
金
の
軽
減
や
全
小

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

問
初
め
て
戦
後
生
ま

れ
の
教
育
長
が
誕
生

し
た
。憲
法
を
改
正
し
よ

う
と
い
う
動
き
が
あ
る
が

今
の
平
和
憲
法
は
、さ
き
の

第
二
次
世
界
大
戦
の
反
省

問
町
民
に
重
く
の
し
か

か
る
高
す
ぎ
る
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
。滞
納
す

れ
ば
差
し
押
さ
え
も
あ
る
。

福
祉
の
心
を
持
つ
町
政
に

転
換
を
。

（
教
育
長
）

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」に

は
、一
部
過
激
な
表
現
が
あ

る
が
、戦
争
反
対
が
描
か
れ

て
い
る
。本
町
で
は
、全
校

に
配
置
し
て
い
る
。

答

（
教
育
長
）

憲
法
の
理
念
を
踏
ま

え
、
郷
土
や
伝
統
・
文
化

を
大
切
に
し
、
愛
国
心
を

も
ち
、
国
際
的
な
視
野
に

立
ち
、
世
界
の
平
和
と
人

類
の
幸
福
に
貢
献
す
る
人

づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育

行
政
を
推
進
す
る
。

答

答

戦
後
生
ま
れ
の
教
育
長
の
就
任

　
　
　

憲
法
を
生
か
し
た
教
育
行
政
を

世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
す
る

人
づ
く
り
を
目
指
し
た
教
育
行
政
を
推
進
す
る

川本幸昭議員

エアコン設置を早く 汚泥の処理は町が負担

副町長への期待は大きい本町では全校に配布「はだしのゲン」

（
学
校
教
育
課
長
）

エ
ア
コ
ン
設
置
は
管

内
で
は
玉
東
町
の
み
。現
在

検
討
は
行
っ
て
い
る
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

保
育
料
に
つ
い
て
は

国
基
準
よ
り
低
く
設
定
し

て
い
る
。学
童
保
育
負
担
金

の
軽
減
に
つ
い
て
は
、今
後

の
検
討
課
題
で
あ
る
。

答

（
町
長
）

住
民
の
負
担
を
考
え

れ
ば
引
き
下
げ
、現
状
維
持

が
望
ま
し
い
。し
か
し
医
療

費
が
増
加
に
な
れ
ば
負
担

等
の
見
直
し
も
必
要
に
な

る
と
思
っ
て
い
る
。

答

こ
れ
だ
け
の
企
業
を

誘
致
し
な
が
ら
人
口

が
減
少
す
る
こ
と
は
、い
ま

の
行
政
運
営
を
転
換
し
て

若
い
人
達
が
希
望
が
持
て

る
子
育
て
政
策
を
充
実
し

定
住
化
を
促
進
す
べ
き
で

あ
る
。

ま
で
拡
大
し
、予
防
接
種
の

充
実
、保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
、保
護
者
が
安
心

で
き
る
子
育
て
環
境
を
進
め

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
く
。

設
置
が
求
め
ら
れ
る
。

か
ら
生
ま
れ
た
。こ
の
憲
法

で
育
っ
た
教
育
長
に
は
憲

法
を
生
か
し
た
教
育
行
政

の
推
進
を
求
め
る
。

起
き
た「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」

の
閲
覧
問
題
に
つ
い
て
、見

解
を
求
め
る
。

付
け
ら
れ
て
い
る
」と
も
示

し
て
い
る
が
。

（
住
民
環
境
課
長
）

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。

法
三
条
は「
事
業
者

は
事
業
活
動
に
伴

っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
を
自

ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
規
定
し
て
あ
る
。

そ
こ
で
町
が
汚
泥
処
理
を

負
担
す
る
の
は
疑
問
で
あ

る
が
。

答問

問
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衰
退
し
て
い
く
地
区
に
は
行
政
の
力
を
!!

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

問
町
道
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
建
築
基
準
法
上

で
は
空
地
と
し
か
判
断
さ

れ
な
い
道
路
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
こ
に
接
道
し
て

い
る
土
地
は
、
通
常
で
は

建
築
物
を
建
て
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
町
は
把
握
し

て
い
る
か
。

（
町
長
）

建
築
基
準
法
上
で
は

幅
員
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
２

答

（
建
設
課
長
）

今
年
度
、基
盤
整
備
に

関
す
る
予
備
調
査
等
を
実

施
。地
域
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
れ
ば
町
道
認
定
を
行

い
、道
路
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

答

（
町
長
）

今
後
定
住
化
を
進
め

て
い
く
に
は
条
例
等
を
つ
く

り
解
決
を
図
る
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
る
。総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

答

問
一
ノ
割
地
区
の
道
路

は
い
わ
ゆ
る
空
地
で

43
条
た
だ
し
書
き
の
許
可

を
得
て
建
物
が
建
っ
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、そ
こ

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
々

に
と
っ
て
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
生
活
道
路
だ
。早
期

の
改
善
を
望
む
。

問
再
建
築
不
可
の
土
地

も
町
内
で
は
か
な

り
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。

特
に
西
荒
神
地
区
の
中
に

入
っ
た
と
こ
ろ
や
、昔
な
が

ら
の
町
並
み
が
あ
る
宝
町

地
区
に
は
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。こ
の
よ
う
な
土
地
は

問
昔
な
が
ら
の
里
道
に

家
が
建
ち
並
ん
で
い

る
地
区
、再
建
築
不
可
の
土

地
、空
き
家
、廃
屋
、相
続

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

空
き
家
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。今
年
度
、関
係
課
か

ら
検
討
会
を
開
催
し
相
談

等
も
受
け
て
い
る
。先
進
地

な
ど
へ
視
察
等
を
行
い
、い
ろ

ん
な
事
例
等
を
調
査
し
て
い

る
。

　

平
成
13
年
よ
り
皆
様

方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
長

洲
町
議
員
と
し
て
４
期
目

の
任
期
を
迎
え
、ま
た
議

員
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ

り
ま
し
て
、長
洲
町
議
会

副
議
長
と
い
う
大
役
に
就

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、こ
の
う
え
な
い
光

栄
と
存
じ
、感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
そ
の
職
務

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
員
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
議
長
を
補
佐
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
の
温
か

い
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、皆
様
方
の

ご
支
援
に
よ
り
議
員
と
し

て
５
期
目
の
任
期
を
迎
え

ま
た
、議
員
各
位
の
ご
推
挙

答

一 般 質 問

答

再
開
発
重
点
地
区
を
考
え
る
時
期
で
は

条
例
等
を
つ
く
り
問
題
を
解
決
し
て
い
く

磯野　博議員

危険な廃屋

一ノ割地区の“道”

m
以
上
接
道
し
な
け
れ
ば
建

築
物
を
建
て
ら
れ
な
い
。町

内
に
は
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道

路
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
路
に
つ
い
て

は
、特
定
行
政
庁
に
２
項
道

路
、道
路
位
置
指
定
、43
条

た
だ
し
書
き
等
の
道
路
判
定

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
建
築

が
可
能
と
な
る
。町
で
は
把

握
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
な
い
不
動
産
な

ど
行
政
が
何
ら
か
の
力
を

注
ぎ
再
開
発
を
し
な
け
れ

ば
衰
退
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。町
の
考
え

は
。

資
産
価
値
も
低
く
活
用
で

き
に
く
い
。ま
た
こ
れ
ら
の

地
域
は
新
築
の
家
が
建
ち

に
く
く
高
齢
化
率
が
上
が

り
、空
き
家
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。空
き
家
の

現
状
は
。

議
長
あ
い
さ
つ

平
成
25
年
10
月
６
日
長
洲
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
て
新
し
く
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

松
井
一
也

徳
永
範
昭

副
議
長
あ
い
さ
つ

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

く
う

ち

に
よ
り
、
引
き
続
き
議
長

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
重

責
を
考
え
ま
す
と
、大
変
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
洲
町
発
展
の
た
め
に

は
、行
政
、議
会
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
橋

渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

公
平
、円
滑
な
議
会
運

営
は
も
と
よ
り「
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、議
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ど
う
か
皆

様
方
の
ご
指
導
と
、ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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衰
退
し
て
い
く
地
区
に
は
行
政
の
力
を
!!

総
合
的
に
検
討
し
て
い
く

問
町
道
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
建
築
基
準
法
上

で
は
空
地
と
し
か
判
断
さ

れ
な
い
道
路
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
こ
に
接
道
し
て

い
る
土
地
は
、
通
常
で
は

建
築
物
を
建
て
る
こ
と
が

出
来
な
い
。
町
は
把
握
し

て
い
る
か
。

（
町
長
）

建
築
基
準
法
上
で
は

幅
員
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
２

答

（
建
設
課
長
）

今
年
度
、基
盤
整
備
に

関
す
る
予
備
調
査
等
を
実

施
。地
域
住
民
の
理
解
が
得

ら
れ
れ
ば
町
道
認
定
を
行

い
、道
路
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

答

（
町
長
）

今
後
定
住
化
を
進
め

て
い
く
に
は
条
例
等
を
つ
く

り
解
決
を
図
る
問
題
が
た

く
さ
ん
あ
る
。総
合
的
に
考

え
て
い
く
。

答

問
一
ノ
割
地
区
の
道
路

は
い
わ
ゆ
る
空
地
で

43
条
た
だ
し
書
き
の
許
可

を
得
て
建
物
が
建
っ
て
い

る
。し
か
し
な
が
ら
、そ
こ

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
方
々

に
と
っ
て
は
生
活
に
欠
か

せ
な
い
生
活
道
路
だ
。早
期

の
改
善
を
望
む
。

問
再
建
築
不
可
の
土
地

も
町
内
で
は
か
な

り
存
在
し
て
い
る
と
思
う
。

特
に
西
荒
神
地
区
の
中
に

入
っ
た
と
こ
ろ
や
、昔
な
が

ら
の
町
並
み
が
あ
る
宝
町

地
区
に
は
多
く
見
受
け
ら

れ
る
。こ
の
よ
う
な
土
地
は

問
昔
な
が
ら
の
里
道
に

家
が
建
ち
並
ん
で
い

る
地
区
、再
建
築
不
可
の
土

地
、空
き
家
、廃
屋
、相
続

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

空
き
家
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。今
年
度
、関
係
課
か

ら
検
討
会
を
開
催
し
相
談

等
も
受
け
て
い
る
。先
進
地

な
ど
へ
視
察
等
を
行
い
、い
ろ

ん
な
事
例
等
を
調
査
し
て
い

る
。

　

平
成
13
年
よ
り
皆
様

方
の
ご
支
援
に
よ
り
、
長

洲
町
議
員
と
し
て
４
期
目

の
任
期
を
迎
え
、ま
た
議

員
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ

り
ま
し
て
、長
洲
町
議
会

副
議
長
と
い
う
大
役
に
就

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
、こ
の
う
え
な
い
光

栄
と
存
じ
、感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
そ
の
職
務

の
重
大
さ
を
痛
感
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

議
員
皆
様
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
議
長
を
補
佐
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ど
う
か
皆
様
方
の
温
か

い
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、皆
様
方
の

ご
支
援
に
よ
り
議
員
と
し

て
５
期
目
の
任
期
を
迎
え

ま
た
、議
員
各
位
の
ご
推
挙

答

一 般 質 問

答

再
開
発
重
点
地
区
を
考
え
る
時
期
で
は

条
例
等
を
つ
く
り
問
題
を
解
決
し
て
い
く

磯野　博議員

危険な廃屋

一ノ割地区の“道”

m
以
上
接
道
し
な
け
れ
ば
建

築
物
を
建
て
ら
れ
な
い
。町

内
に
は
幅
員
４
ｍ
未
満
の
道

路
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
道
路
に
つ
い
て

は
、特
定
行
政
庁
に
２
項
道

路
、道
路
位
置
指
定
、43
条

た
だ
し
書
き
等
の
道
路
判
定

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
建
築

が
可
能
と
な
る
。町
で
は
把

握
し
て
い
る
。

さ
れ
て
い
な
い
不
動
産
な

ど
行
政
が
何
ら
か
の
力
を

注
ぎ
再
開
発
を
し
な
け
れ

ば
衰
退
し
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。町
の
考
え

は
。

資
産
価
値
も
低
く
活
用
で

き
に
く
い
。ま
た
こ
れ
ら
の

地
域
は
新
築
の
家
が
建
ち

に
く
く
高
齢
化
率
が
上
が

り
、空
き
家
が
増
え
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。空
き
家
の

現
状
は
。

議
長
あ
い
さ
つ

平
成
25
年
10
月
６
日
長
洲
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
て
新
し
く
議
員
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

ま
ち
の
発
展
に
全
力
で

松
井
一
也

徳
永
範
昭

副
議
長
あ
い
さ
つ

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

く
う

ち

に
よ
り
、
引
き
続
き
議
長

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
ま
す
と
と
も
に
、そ
の
重

責
を
考
え
ま
す
と
、大
変
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
洲
町
発
展
の
た
め
に

は
、行
政
、議
会
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
橋

渡
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

公
平
、円
滑
な
議
会
運

営
は
も
と
よ
り「
豊
か
で

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、議
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ど
う
か
皆

様
方
の
ご
指
導
と
、ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心

よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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福本みや子

　

多
く
の
方
々
と
出
会
い
こ
の
町
に
、議
会

に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、五
感
で
感

じ
て
い
ま
す
。女
性
の
感
性
は
も
ち
ろ
ん
町

民
目
線
を
常
に
忘
れ
ず
町
民
の
心
に
寄
り

沿
っ
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

五
十
九
歳
初
め
て
の
挑
戦
で
す
が
、知

惠
を
絞
り
汗
を
か
き
、元
気
を
出
し
て
、皆

様
と
共
に
あ
し
た
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

竹本　信次

　

今
、社
会
の
要
求
が
、地
方
行
政
を
変
え

る
時
期
に
在
り
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

導
入
し
、経
営
感
覚
を
持
っ
た
行
政
運
営

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。町
民
側
も「
行

政
依
存
体
質
」か
ら
脱
却
し
、行
政
と
の
協

働
に
よ
り
、重
要
な
責
務
を
果
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
課
題
に
向
け
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
、全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

荒木　睦子

　

初
選
挙
を
経
験
し
、大
切
な
一
票
を
お

預
か
り
す
る
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。地

方
議
会
は
、行
財
政
運
営
の
監
視
の
役
割

だ
け
で
な
く
、住
民
の
目
先
に
立
っ
た
活
動

で
も
あ
り
、何
よ
り
も
議
員
を
住
民
の
身

近
な
存
在
に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
、又
、加

え
て
女
性
の
視
点
を
織
り
込
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

大森　秀久

　

住
民
こ
そ
が
町
政
の
主
人
公
で
あ
る
と

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。町
民
の「
暮
ら
し

と
福
祉
の
充
実
」や「
子
育
て
の
支
援
」「
定

住
化
対
策
」な
ど
、誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
向
き
合
っ
て
努
力
し
ま

す
の
で
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

磯野　博

　

二
期
目
の
挑
戦
に
あ
た
り
、今
回
も
多

く
の
方
々
に
叱
咤
激
励
さ
れ
皆
様
の
意
思

本
町
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
改
め
て
確
認

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。票
の
重
み
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、ま
た
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
信
念

を
持
ち
、皆
様
の
納
得
の
い
く
政
治
、信
頼

さ
れ
誇
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

浦辺　朝章

　

長
洲
町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
公

共
下
水
道
赤
字
解
消
に
取
り
組
み
、そ
の

成
果
と
し
て
平
成
26
年
度
に
は
赤
字
解
消

の
目
途
が
立
っ
た
。し
か
し
残
さ
れ
た
課
題

も
多
い
。議
会
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
執
行
機

関
と
共
に
克
服
し
て
い
く
義
務
が
あ
る
。議

会
の
重
要
な
役
割
は
、執
行
機
関
の
提
案

事
項
を
討
議
・
議
決
す
る
事
と
監
視
・
評
価

す
る
事
で
あ
る
。

樋口エミ子

　

社
会
情
勢
が
お
お
き
く
変
化
し
て
い
く

中
、長
洲
町
が
め
ざ
す
べ
き
も
の
は
何
な
の

か
。町
民
の
皆
さ
ま
が
望
む
も
の
は
何
な
の

か
。高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

す
に
は
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

「
共
助
・
公
助
」と
共
に「
互
助
・
自
助
」が
必

要
で
す
。ま
た
、子
ど
も
達
が「
長
洲
町
が

大
好
き
だ
、ず
っ
と
住
み
つ
づ
け
た
い
」と

思
え
る
町
づ
く
り
、町
政
に
力
を
そ
そ
ぎ

ま
す
。

宮本哲太郎

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
議
員
で
あ
り
二

期
八
年
の
実
績
を
生
か
し
て
知
惠
を
絞
り

頑
張
り
ま
す
。三
期
目
も
私
の
信
念
で
あ
る

是
是
・
非
々
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
私
の
務

め
で
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
叱
咤
激
励
で
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市原　一広

　

こ
れ
ま
で
の
十
二
年
間
同
様
、「
多
く
の

住
民
の
方
々
は
こ
う
考
え
る
で
あ
ろ
う
、こ

う
望
む
で
あ
ろ
う
」と
い
う
自
分
の
明
確
な

信
念
に
基
づ
い
た
姿
勢
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。子
を
持
つ
親
の
一
人
と
し
て
、「
よ
か

ふ
る
さ
と
」を
残
し
て
い
く
事
こ
そ
が
、今

を
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
責

任
な
の
だ
と「
想
」い
ま
す
。　
　
　
　

感
謝

福永　栄助

　

議
会
の
一
員
と
し
て
、執
行
部
に
対
し

て
、監
視
、批
判
、牽
制
と
い
う
役
割
を
は

た
す
と
と
も
に
、住
民
の
生
活
環
境
を
守

り
、改
善
し
て
い
き
、住
民
の
福
祉
向
上
に

役
割
を
は
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
支
援
、ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

濱﨑　久

　

復
活
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
共
に
築
き
た
い
。

　

一
日
も
早
く
、赤
字
財
政
を
改
善
し
、人

口
増
の
見
込
め
る
、

生
活
基
盤
作
り
の
為
に
努
力
し
ま
す
。

　

ズ
バ
リ
、物
申
し
ま
す
。

浜村　芳光

　

私
は
、皆
様
の
声
を
中
心
に
据
え
た
公

平
・
公
正
な
町
政
を
目
指
し
ま
す
。初
心

「
皆
様
の
声
の
届
け
役
」に
徹
し
皆
様
の
ご

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
住
み
よ
い
町
に

な
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、常
に
町
財
政
健
全
と
町
発
展
に

視
点
を
置
い
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
、ま

た
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新メン     バーで
スタ     ート!
新メン     バーで
スタ     ート!
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福本みや子

　

多
く
の
方
々
と
出
会
い
こ
の
町
に
、議
会

に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、五
感
で
感

じ
て
い
ま
す
。女
性
の
感
性
は
も
ち
ろ
ん
町

民
目
線
を
常
に
忘
れ
ず
町
民
の
心
に
寄
り

沿
っ
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

五
十
九
歳
初
め
て
の
挑
戦
で
す
が
、知

惠
を
絞
り
汗
を
か
き
、元
気
を
出
し
て
、皆

様
と
共
に
あ
し
た
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

竹本　信次

　

今
、社
会
の
要
求
が
、地
方
行
政
を
変
え

る
時
期
に
在
り
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

導
入
し
、経
営
感
覚
を
持
っ
た
行
政
運
営

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。町
民
側
も「
行

政
依
存
体
質
」か
ら
脱
却
し
、行
政
と
の
協

働
に
よ
り
、重
要
な
責
務
を
果
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。そ
の
課
題
に
向
け
一
歩
踏
み

出
す
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
、全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

荒木　睦子

　

初
選
挙
を
経
験
し
、大
切
な
一
票
を
お

預
か
り
す
る
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。地

方
議
会
は
、行
財
政
運
営
の
監
視
の
役
割

だ
け
で
な
く
、住
民
の
目
先
に
立
っ
た
活
動

で
も
あ
り
、何
よ
り
も
議
員
を
住
民
の
身

近
な
存
在
に
感
じ
て
い
た
だ
い
て
、又
、加

え
て
女
性
の
視
点
を
織
り
込
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

大森　秀久

　

住
民
こ
そ
が
町
政
の
主
人
公
で
あ
る
と

訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。町
民
の「
暮
ら
し

と
福
祉
の
充
実
」や「
子
育
て
の
支
援
」「
定

住
化
対
策
」な
ど
、誰
も
が
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
と
向
き
合
っ
て
努
力
し
ま

す
の
で
、ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

磯野　博

　

二
期
目
の
挑
戦
に
あ
た
り
、今
回
も
多

く
の
方
々
に
叱
咤
激
励
さ
れ
皆
様
の
意
思

本
町
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
改
め
て
確
認

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。票
の
重
み
を
謙

虚
に
受
け
止
め
、ま
た
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
信
念

を
持
ち
、皆
様
の
納
得
の
い
く
政
治
、信
頼

さ
れ
誇
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

浦辺　朝章

　

長
洲
町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
公

共
下
水
道
赤
字
解
消
に
取
り
組
み
、そ
の

成
果
と
し
て
平
成
26
年
度
に
は
赤
字
解
消

の
目
途
が
立
っ
た
。し
か
し
残
さ
れ
た
課
題

も
多
い
。議
会
は
こ
れ
ら
の
課
題
を
執
行
機

関
と
共
に
克
服
し
て
い
く
義
務
が
あ
る
。議

会
の
重
要
な
役
割
は
、執
行
機
関
の
提
案

事
項
を
討
議
・
議
決
す
る
事
と
監
視
・
評
価

す
る
事
で
あ
る
。

樋口エミ子

　

社
会
情
勢
が
お
お
き
く
変
化
し
て
い
く

中
、長
洲
町
が
め
ざ
す
べ
き
も
の
は
何
な
の

か
。町
民
の
皆
さ
ま
が
望
む
も
の
は
何
な
の

か
。高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

す
に
は
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

「
共
助
・
公
助
」と
共
に「
互
助
・
自
助
」が
必

要
で
す
。ま
た
、子
ど
も
達
が「
長
洲
町
が

大
好
き
だ
、ず
っ
と
住
み
つ
づ
け
た
い
」と

思
え
る
町
づ
く
り
、町
政
に
力
を
そ
そ
ぎ

ま
す
。

宮本哲太郎

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
の
議
員
で
あ
り
二

期
八
年
の
実
績
を
生
か
し
て
知
惠
を
絞
り

頑
張
り
ま
す
。三
期
目
も
私
の
信
念
で
あ
る

是
是
・
非
々
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま

た
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
は
私
の
務

め
で
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ま
の
叱
咤
激
励
で
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

市原　一広

　

こ
れ
ま
で
の
十
二
年
間
同
様
、「
多
く
の

住
民
の
方
々
は
こ
う
考
え
る
で
あ
ろ
う
、こ

う
望
む
で
あ
ろ
う
」と
い
う
自
分
の
明
確
な

信
念
に
基
づ
い
た
姿
勢
を
貫
い
て
ま
い
り

ま
す
。子
を
持
つ
親
の
一
人
と
し
て
、「
よ
か

ふ
る
さ
と
」を
残
し
て
い
く
事
こ
そ
が
、今

を
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
責

任
な
の
だ
と「
想
」い
ま
す
。　
　
　
　

感
謝

福永　栄助

　

議
会
の
一
員
と
し
て
、執
行
部
に
対
し

て
、監
視
、批
判
、牽
制
と
い
う
役
割
を
は

た
す
と
と
も
に
、住
民
の
生
活
環
境
を
守

り
、改
善
し
て
い
き
、住
民
の
福
祉
向
上
に

役
割
を
は
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
支
援
、ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

濱﨑　久

　

復
活
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

職
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
、

活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
共
に
築
き
た
い
。

　

一
日
も
早
く
、赤
字
財
政
を
改
善
し
、人

口
増
の
見
込
め
る
、

生
活
基
盤
作
り
の
為
に
努
力
し
ま
す
。

　

ズ
バ
リ
、物
申
し
ま
す
。

浜村　芳光

　

私
は
、皆
様
の
声
を
中
心
に
据
え
た
公

平
・
公
正
な
町
政
を
目
指
し
ま
す
。初
心

「
皆
様
の
声
の
届
け
役
」に
徹
し
皆
様
の
ご

意
見
を
町
政
に
反
映
さ
せ
住
み
よ
い
町
に

な
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、常
に
町
財
政
健
全
と
町
発
展
に

視
点
を
置
い
て
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
の
御
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
、ま

た
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新メン     バーで
スタ     ート!
新メン     バーで
スタ     ート!
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新議会構成

新しい委員会新しい委員会新しい委員会 構成決まる構成決まる構成決まる
総務保健福祉常任委員会

　

宮
本
哲
太
郎

　

大
森　

秀
久

　

松
井　

一
也

　

荒
木　

睦
子

◎
磯
野　
　

博

○
浜
村　

芳
光

　

福
永　

栄
助

◎　委　員　長　市原　一広
○　副委員長　福本みや子
　　委　　員　大森　秀久
　　　　　　　磯野　　博
　　　　　　　浦辺　朝章

◎　委　員　長　徳永　範昭
○　副委員長　竹本　信次
　　委　　員　福本みや子
　　　　　　　大森　秀久
　　　　　　　荒木　睦子
　　　　　　　磯野　　博
　　　　　　　市原　一広

議会運営委員会とは…
多数の議員で構成される。議会を円滑
に、効率的に運営するために、議会運
営の責任者である議長の相談役となる
機関。この委員会での決定は、議員の
活動に対し、強い調整機能を有してい
ます。

◎　会　　長　浦辺　朝章
○　副　会　長　大森　秀久
　　委　　員　福本みや子
　　　　　　　荒木　睦子
　　　　　　　磯野　　博
　　　　　　　市原　一広

政治倫理審査会とは…
町政が町民の信託の上に成立するとい
う民主主義の原理に基づき、その担い
手たる議員が、自己の地位を不正に利
用し、利益を図ることがないよう「長
洲町議会議員政治倫理条例」が作られ
ました。この条例等に基づき、議員の
資産等を審査しています。

（
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長
）

広報調査特別委員会 政治倫理審査会

広報調査特別委員会とは…
日頃から町民の皆さまの目にふれるこ
とが少ない町の動きや議会や議員の活
動をお知らせするために、議会だより
を発行しています。わかりにくいお役
所ことばを、なるべくわかりやすい形
でお伝えすることを目標に年4回発行し
ています。

議会運営委員会
議
長
選
挙　

結
果

　
　
　
　
　

松
井　

一
也　

６
票

　
　
　
　
　

市
原　

一
広　

５
票

　
　
　
　
　

福
永　

栄
助　

３
票

副
議
長
選
挙　

結
果

　
　
　
　
　

徳
永　

範
昭　

６
票

　
　
　
　
　

浜
村　

芳
光　

５
票

　
　
　
　
　

宮
本
哲
太
郎　

３
票

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙　

結
果

　
　
　
　
　

荒
木　

睦
子　

９
票

　
　
　
　
　

宮
本
哲
太
郎　

５
票

監
査
委
員
の
選
任

　
　
　
　
　

樋
口
エ
ミ
子　

賛
成　

11

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

反
対　

２

建設経済文教常任委員会

主な調査内容
●ゴミの減量化等、環境汚染問題
●福祉の向上
●交通安全・防災対策

●下水道事業の財政健全化
●子育て支援
●歳入の確保

　

福
本
み
や
子

　

徳
永　

範
昭

　

市
原　

一
広

　

樋
口
エ
ミ
子

○
竹
本　

信
次

◎
浦
辺　

朝
章

　

濱
﨑　
　

久

（
◎
＝
委
員
長
、
○
＝
副
委
員
長
）

主な調査内容
●有明海の再生に伴う環境
●農業・漁業・養魚業・商工業等の振興と活性化対策
●教育環境

選 

挙 

等　

結 

果

選 

挙 

等　

結 

果

当当当当
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～くまもと～

潮さい（H25.11.15 No.115）

な
が
す
議
会
だ
よ
り

N
o.115

2
0
1
3
年
11月

15日
発
行

発
行
責
任
者

議
長
 松
井
一
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編
　
集

議
会
広
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「ながす議会だより 潮さい」は　　　　　　　　　　　でもご覧になれます。

次の定例会は

12 月12日㈭
開会の予定です

※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来て下さい。皆さん傍聴に来て下さい。皆さん傍聴に来て下さい。

長洲町議会 検  索

長
洲
町
議
会

情
報
公
開
制
度

長
洲
町
議
会

情
報
公
開
制
度

放
流
行
事
へ
参
加

長
洲
町
議
会

　

平
成
13
年
10
月
１
日
に
ス

タ
ー
ト
し
た
長
洲
町
情
報

公
開
制
度
は
、町
民
の
皆
さ

ん
の
請
求
に
基
づ
い
て
、議
会

が
保
有
す
る
情
報
を
公
開
す

る
も
の
で
あ
り
、地
方
分
権

の
時
代
に
お
い
て
、議
会
の
情

報
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
、よ
り
一
層
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
の

議
会
情
報
公
開
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

水
俣
会
場
で
の
両
陸
下
の

御
放
流
に
合
わ
せ
、町
議
員

も
地
元
の
子
ど
も
達
と
一
緒

に
ク
ル
マ
エ
ビ
の
稚
魚
を
放

流
。

■問い合わせ先

電話　
議会事務局

７８－３２９１

手続きは住所・氏名・年令を書くだけです

　我が国は四方を海に囲まれ、その海からの恵みは、

国民に豊かな生活と優れた食文化をもたらしてきた。

　ここ熊本県は、九州の中央に位置し、世界に誇る二

つの国立公園をはじめとする雄大な自然と豊富な水

資源を有している。

　西部には、有明海、八代海、天草灘の三海域からな

る豊かな漁場が広がり、それぞれの海域の特性に応

じた沿岸漁業や海苔・魚類などの養殖漁業が営ま

れ、地域産業の発展に重要な役割を担ってきた。

　私達には、我が国の恵まれた水産資源を守り、豊饒

の海という財産を将来に引き継ぐ重要な責務がある。

　我々は、今日まで33回にわたり開催されてきた「全

国豊かな海づくり大会」の意義を再確認し、ここ熊本

県において、「育もう　生命かがやく　故郷の海」を合

言葉に、新たなる決意を持って、豊かな海の環境を守

り育ててゆくことをここに決議する。

　　　　　　　　　　　　　平成25年10月27日

育もう 生命かがやく 故郷の海
いのち ふるさと

第33回

全国豊かな海づくり大会
10月26日～27日

〈大会テーマ〉〈大会決議〉

10/27

ほうじょう

はぐく いのち ふる さと

○2010熊本県くまモン♯U7c


